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研究報告
難病の子どもの医療ケア付き自然体験施設
「そらぷちキッズキャンプ」の活動と研修報告
杉岡 品子
北翔大学生涯スポーツ学部健康福祉学科
抄 録
日本には小児がんなどの難病の子どもを受け入れるための医療サポート体制が整った自然体
験施設がなく，子どもたちは自然環境で過ごす機会がないまま闘病生活を送っている。2004
年，「そらぷちキッズキャンプを創る会」が設立，様々な寄付やボランティアの協力により北
海道滝川市に日本初の難病の子どもの医療ケア付き自然体験施設「そらぷちキッズキャンプ」
の建設とともにプレキャンプが進められ，2012年夏に専用施設群が完成し，本格的にキャンプ
が開始された。
筆者は，2010年のプレキャンプを視察後，そらぷちキッズキャンプの活動に関わっている。
本稿は，その活動を紹介するとともに，筆者及び本学学生が参加した研修及びボランティアの
実際を報告する。
キーワード：そらぷちキッズキャンプ，難病の子ども，自然体験，ボランティア
Ⅰ．は じ め に
アメリカコネチカット州に難病の子どもたちとその家
族のためのキャンプ施設「The Hole in the Wall Gang
Camp（2012年にSeriousFun Children’s Networkと改
称，略称はシリアスファン）」が1988年に設立された。
この施設は，俳優の故ポール・ニューマン氏が難病の子
どもたちやその家族のquality of life：QOL（生活の質）
の向上を目指し，健康な子どもと同じようなキャンプ生
活を体験することのできる医療支援体制を整えたキャン
プ場である。現在では，難病の子どもと家族向け施設の
国際連携を図る国際的キャンプ団体として，世界中15カ
所に公認キャンプ場がある。
1999年，小児科医の故横山清七医師（前東海大学小児
外科教授）が日本の小児がんの子ども4人とともにこの
キャンプに参加し，子どもたちが生きる実感をかみしめ
ている様子を見て，日本にも同様のキャンプ施設を作り
たいと決意された。日本には小児がんなどの難病とたた
かう子どもたちが約20万人いると言われている。しか
し，国内には難病の子どもを受け入れることのできる医
療サポート体制が整った自然体験施設はなく，子どもた
ちは豊かな自然環境の中で過ごす機会がほとんどないま
ま闘病生活を送っている。このような状況の中，2003
年，横山医師は小児がん学会において，キャンプを中心
にした子どものQOL（生活の質）の向上の重要性を全
国に発信した。翌年3月，“病気とたたかう子どもたち
に夢のキャンプをつくろう”と「そらぷちキッズキャン
プを創る会（2008年12月25日に一般財団法人そらぷち
キッズキャンプ登記完了，2010年2月1日に公益財団法
人そらぷちキッズキャンプとして認定）」が設立され
た。以降，様々な寄付やボランティアの協力によって，
北海道滝川市に日本初の難病児のための常設キャンプ施
設（そらぷちキッズキャンプ）の建設が進められ，現地
の既存の公共施設において難病の子どもたちとその家族
を対象としたプレキャンプを実施した。2012年夏，主要
な専用施設群が完成し，難病の子どもの医療ケア付自然
体験施設として本格的にキャンプを開始した。尚，2013
年11月には組織体制，資金調達計画，キャンプ場の整
備，キャンプ運営などの270項目のチェックに合格し，
アジアでは初めてシリアスファンの公認キャンプ場とし
て認定されている。
筆者は，2010年のサマープレキャンプを視察して以
降，そらぷちキッズキャンプの活動に関わらせていただ
いている。本論は，その活動を紹介するとともに，筆者
及び本学学生が参加した研修及びボランティアの実際を
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報告する。
Ⅱ．そらぷちキッズキャンプ（難病の子ど
もの医療ケア付自然体験施設）の概要
1．場所及び施設（図1）
北海道滝川市丸加高原（敷地16ha滝川市からの無償
貸与）
主要施設群は，事務棟（森の案内所），医療棟（森の
ほけんしつ），食堂＆浴室棟（森のレストラン：食堂は
100人が集える），宿泊棟（森のコテージ：36人用2
棟），森エリア（ツリーハウス等）である。尚，森エリ
アは市民ボランティア，民間企業の協力により整備さ
れ，今後もバリアフリー木道や遊びの仕掛けなどを作る
予定となっている。
2．目的
難病とたたかう子どもや家族が，笑顔で楽しいときを
過ごし，「楽しい思い出」「すばらしい仲間」「希望」「生
きる力」を得ることを目指している。
3．特徴
1）キャンププログラム
子どもたちや家族の状態・ニーズに合わせ，北海道の
大自然を活かした，自然と触れ合う，仲間と楽しむ，自
分にチャレンジするなど様々なプログラムを提供する。
また，専門資格を持つスタッフが準備・実施する乗馬・
馬車搭乗，森あそびなどのプログラムも提供する。
2）ボランティア
キャンプの専門家，医師，看護師，栄養士，大学生や
社会人など様々な分野，年齢の方々が子どもたちの「力
になりたい」と集っている。過去にキャンプに参加した
子どもが成長し，ボランティアとして参加することもあ
る。このような方々が，事前に研修を受け参加してい
る。
3）施設・設備
バリアフリー・ユニバーサルデザインの視点で，設
計・整備されている。森の中にあるツリーハウスも車椅
子のままで行けるものとなっている。子どもたちの活動
しやすい施設となるよう，現在も改善，増設を行ってい
る。
4）医療支援
キャンプ中は，専門の医師，看護師が常駐し，医療ケ
アが継続できるようサポートしている。また，「森のほ
けんしつ」と呼ばれる専用施設では，集団から離れての
休息や，特別な処置が必要になった場合に対応する。さ
図1 キャンプサイト
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らに，滝川市立病院と提携し緊急時対応の体制を整えて
いる。
5）食事
北海道の旬の食材を使用した，子ども達が選べる食
事，子ども達と一緒に作る食事など，キャンプの楽しみ
となるようにしている。また，管理栄養士など専門のス
タッフが常駐し，食物アレルギーや食事制限，様々な食
事形態（きざみ食やペースト食など）に対応した食事メ
ニューを提供している。
4．対象者
全国の「難病などの病気とたたかう子どもと家族」を
対象としている。病種は限定せず，より医療ケア度の高
い子ども，よりキャンプへのニーズの高い子どもを優先
している。そして，キャンプに参加する子どもたち，そ
の家族を無料で招待している。
参加にあたり，事前説明会，家庭訪問を実施し，病
状，治療経過，医療的ケアについて情報交換を行ってい
る。
5．キャンプの種類
1）キッズキャンプ（子どものみの参加）
特徴：親元から離れ，同じ病気の仲間と集団生活を行
うことで自信をつける。
親は休息，リフレッシュ，きょうだいは親との
時間を持つ機会となる。
年齢：10歳～18歳（小学高学年から高校生）
人数：20名程度
実施時期，期間：7，8月の3泊4日
サポートスタッフ，ボランティア：40名程度
2）ファミリーキャンプ（家族単位参加）
特徴：家族での旅行，キャンプの機会となる。
同じ病気の子どもを持つ家族が交流し，孤独感
を和らげる。仲間意識を作る。
年齢：下限なし～18歳（高校生）
人数：8家族24名程度
実施時期，期間：1，2月の3泊4日他
サポートスタッフ，ボランティア：20名程度
3）レスパイトキャンプ（個別家族参加，主治医同行）
特徴：日常の緊張感から解放された中で家族が同じ時
間・思い出を作る。
対象：医療ケア度の高い子どもと家族
年齢：下限なし～18歳（高校生）
人数：2家族10名程度（同行医療者含む）
時期，日数：6，9月の3泊4日程度
サポートスタッフ，ボランティア：20名程度
4）グループキャンプ（家族会等の団体）
目的：家族会・団体内の交流
キャンプのモデルとして体感し，今後の家族会
主催のキャンプの参考とする。
対象：難病の子どもの家族会・支援団体
人数：8家族24名＋同行者10名程度
時期，日数：5，10月の3泊4日程度
サポートスタッフ，ボランティア：20名程度
6．実施体制（図2）
1）グループカウンセラー（各グループに配置）
18歳以上で，数人の子どもたちからなるグループを安
全楽しくリードできる人。
役割は，子どもたちが安全に楽しめるように雰囲気作
りをしたり，グループをリードし意見をまとめる。そし
て，子どもたちと同じ場所・時間で共に生活をする。
2）医療カウンセラー（各グループに配置）
医師または看護師免許を有する人。
役割は，子どもたちの医療情報を把握し，グループカ
ウンセラーやほけんしつスタッフと連携し，日常的な医
療ケアや生活をサポートする。また，活動中はグループ
から少し離れて見守り，必要時に子どもたちをサポート
する。そして，子どもたちと同じ場所・時間で共に生活
をする。
3）ほけんしつスタッフ（医療スタッフ）
医師または看護師免許を有する人。
役割は，子どもたちの医療情報を把握し，医療カウン
セラーと連携し，日常的な医療ケアをサポートする。ま
た，特別な医療的支援が必要になった場合は，子どもを
引き受け，ほけんしつで主体的にサポートする。
4）キャンプスタッフ
18歳以上で，子どもの安全を考えながらプログラムを
提供・サポートできる人。
役割は，キャンプ全体の運営が安全に円滑に進むよう
に様々なサポート（会場・備品の準備，後片付け，安全
管理等）を行う。
5）食事スタッフ
食事に関心があり，調理経験がある人。
食事コーディネーターの指示のもと，決められたレシ
ピ・手順で調理を行い，メニューの説明や配膳・片付け
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の説明を行う。アレルギー対応食などの調理・配膳があ
る場合，他の調理とは別に注意を払い，調理・配膳を行
う。
Ⅲ．そらぷちキッズキャンプの活動
1．ボランティア登録者数
ボランティア登録者数は約660名で，全国各地に居住
し，自費でキャンプに参加している。その中には，自分
自身が子どもの頃にキャンプに参加し，その後ボラン
ティアとして登録している方がいる。
2．これまでのキャンプと参加者数
全国各地に居住する小学校低学年から高校生の小児が
ん（急性リンパ性白血病，脳腫瘍など）や，小学校高学
年から高校生の小児外科系疾患（二分脊椎症，短腸症候
群，ヒルシュスプルング病類縁疾患など）の子どもと家
族を無料で招待している。
2004年から2011年のプレキャンプは，夏冬合わせて19
回実施，キャンプ専用施設完成後の2012年～2014年の
キャンプは，夏冬合わせて18回実施している。そし
て，2005年から2014年の10年間に，455名の難病とたた
かう子どもとその家族が参加している。
3．そらぷちキッズキャンプの実際
1）ボランティア研修
筆者は，ボランティア登録後，キャンプボランティア
としてエントリーするにあたり，2014年5月に2泊3日
のボランティア研修（必須研修）を受けた。研修参加者
は，大学生，薬剤師，看護師，公務員，大学教員等の44
名であった。
研修の目的は，そらぷちキッズキャンプのミッション
やキャンプ場を知り，キャンプ生活やプログラムを行う
上での危機管理等を学ぶこと。また，子どもたちや家族
に安全で楽しいキャンプを提供することができるキャン
プボランティアの技能を修得することにある。尚，そら
ぷちキッズキャンプでは，ボランティアの役割や子ども
たちのニーズなどの最新の動向を共通理解として得るた
めに，ボランティア研修に参加することを義務づけてい
る。ボランティア登録者は，この研修受講後，キャンプ
ボランティアのエントリーを行うことができる。
内容は，表1の通りであり，講義，見学，グループ
ワークで構成されていた。具体的には，講義（「そらぷ
ちキッズキャンプについて」「キャンプボランティアに
ついて」「キャンパーの生活について」）でそらぷちキッ
ズキャンプの概要を知り，見学（「施設ツアー」「キャン
プ場ツアー」）で設備やキャンプ場の理解を深めた。ま
た，グループワーク（「キャンププログラムの考案，実
施，振り返り」「キャンプで起こりうる事態と対応の
ケーススタディ」）を通して，そらぷちキッズキャンプ
で大切にしていることや危機管理等について学んだ。
この研修では，キャンププログラムの方針と基本とな
る考え方について，丁寧に説明がなされた。キャンプボ
ランティアとしてこれらのことを理解することは，そら
ぷちキッズキャンプのミッションである「楽しい思い
図2 キッズキャンプ 実施体制図
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出」「すばらしい仲間」「生きる力」「希望」の実現を目
指す上で大変重要なものとなる。そらぷちキッズキャン
ププログラムの方針の主なものは，①全ての子どもが同
等の体験をできるように安全に配慮されたプログラムを
提供する，②子ども同士のつながりを大切にできるプロ
グラムとサポートを提供する，③子どもが自分の可能性
を模索し主体性をもってできるプログラムとサポートを
提供する，④安全なプログラムにするために全てのプロ
グラムは医療的観点から検証する，⑤プログラムはキャ
ンプの中の1つでありそれが全てではなく，子どもたち
の体力・精神力を考慮に入れたプログラム運営を行い，
子どもたちが安全に全日程を過ごし，キャンプ後にも身
体的・精神的影響が出ないように留意する等である。そ
して，この基本となる考え方の主なものとして，「Chal-
lenge by choice：チャレンジバイチョイス」がある。こ
れは，全ての子どもには，プログラムにおいてチャレン
ジの選択自由（チャレンジバイチョイス）が常に保証さ
れており，「自分からチャレンジしてみる」という行為
自体に尊い価値があると認める考え方である。これによ
り，子どもたちは，挑戦レベルと方法を自分自身で決定
し，たとえチャレンジを選択しなかった場合でもその選
択は尊重されることになる。そして，キャンプボラン
ティアは，チャレンジバイチョイスの考え方をもとに，
子どもたちにとって居心地が良い時間と少しの挑戦や今
までしたことのないような冒険をできる機会を提供し，
子どもたちが主体的に挑戦するか，しないかを選択でき
るような雰囲気を大切にすることが求められることにな
る。
2）事前研修
筆者は，ボランティア研修を受講後，キャンプボラン
ティア「キッズキャンプ」にエントリーし，2015年7月
に1日間の事前研修（必須研修）を受けた。参加者は，
大学生，薬剤師，看護師，作業療法士，公務員等の24名
であった。尚，事前研修は北海道の他，本州から参加す
るボランティアのために東京，大阪でも開催された。
内容は，以下の通りである。
①「キッズキャンプ」の概要説明
日程，参加人数，プログラム概要の説明がなされた
②スタッフガイドの確認
キャンプ生活（入浴，排泄，食事，移動，水分補
給など），「森のほけんしつ」の利用（緊急対応時の
招集を含む）等について確認がなされた。
③当日の役割の把握
キャンプボランティア，馬専門ボランティアの役
割の確認，当日の集合時間等の確認がなされた。
④参加する子どもたちの情報の確認
居住地，キャンプの参加経験，キャンプ参加する
にあたり注意すること，関わり方の注意点，ラテッ
クスアレルギーについて説明がなされた。
⑤不測な事態が起こった場合のシュミレーション
参加者が4つのグループに分かれ，キッズキャン
プで子ども行方不明になったことを想定したシュミ
レーションを実施し，捜索手順，連絡について確認
した。
⑥ボランティア同士の交流
初めて顔合わせをするボランティアがいるため，
「キッズキャンプ」で連携をはかれるよう交流を
図った。
表1 ボランティア研修 概要
第1日目 第2日目 第3日目
午
前
移動（北海道内外から） 7：00 起床
8：00 朝食
9：00 講義
「キャンパーの生活」
10：00 キャンプ場ツアー
11：00 グループワーク
「キャンププログラム」
7；00 起床，荷物まとめ
8：00 朝食
9：00 振り返り（個人）
10：00 グループワーク
「まとめ」
11：00 解散
午
後
16：30 オリエンテーション
施設ツアー
18：00 夕食
19：00 講義
「そらぷちキッズキャンプ」
「キャンプボランティア」
20：30 宿泊棟に移動
21：30 入浴
23：00 就寝
12：00 昼食
13：00 グループワーク
「ケースアセスメント」
「キャンププログラム考案」
15：00 グループワーク
「キャンププログラムの実施」
「振り返り」
17：00 フリータイム
18：00 夕食
19：00 講義
「キャンプケーススタディ」
21：30入浴，フリータイム
23：00就寝
移動（北海道内外へ）
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3）「キッズキャンプ」の実際
筆者は，2015年8月に開催された「キッズキャンプ」
（3泊4日）に参加した。参加者は，小児がんとたたか
う小学2年生～中学3年生までの11名（男5名，女6
名，東北・関西居住）で，年齢や疾患の状態などを考慮
した上で，2グループに分けられた。
運営に関わったのは，職員10名，キャンプボランティ
ア38名の計48名で，キャンプボランティアは，グループ
カウンセラー，医療カウンセラー，ほけんしつスタッ
フ，プログラムスタッフ，食事スタッフに配置された
（筆者はプログラムスタッフとして配置）。
プログラムの概要は表2に示したとおりである。この
キャンプのメインプログラムは，2日目の「馬プログラ
ム」，「焼き板作り・収穫体験」と，3日目の「ツリーハ
ウスプログラム」，「森の散策」，「そらぷちフェスティバ
ル（室内ゲーム）」である。特徴は，子どもたちはそれ
ぞれ好みや個性，能力の違いがあるため，柔軟な対応を
していくことにある。雄大な自然に中で動植物との触れ
合いや非日常のゆったりした時間や思いきり遊ぶことで
のリフレッシュ，様々な”初めて”にチャレンジする。そ
のような中で，子どもたちが新たな発見をし，同じ境遇
の仲間と出会うことで楽しさや嬉しさを共有できるよう
なブログラムとなっている。また，キャンプ中は，子ど
もたちが十分に心身を休め体調を崩すことなく活動でき
るように，疾患，体力などを考慮し，各活動の合間には
休憩時間を設けている。
①1日目
どの子どもも緊張しているため，オリエンテーショ
ンではイニシアティブゲームを取り入れ，宿泊棟での
休憩をはさんで，2グループに分かれ自己紹介を行
い，子ども同士，子どもとスタッフの交流を深めた。
②2日目
2グループが，午前・午後に「焼き板作り，収穫体
験」と「馬プログラム」を行った。
「焼き板作り，収穫体験」のねらいは，a．グルー
プのメンバー同士の交流を深める，b．何かを作り上
げる喜びを知りそらぷちキッズキャンプでの思い出を
形（焼き板）に残す，c．野菜がどうやって育ってい
るかを知る（食事とのつながり），である。焼き板作
りに子どもたちは時間が超過するほどの集中力を見
せ，それぞれが個性あふれる作品を完成した。作成し
た焼き板は，3日目の「森散策」で森エリアにある休
憩小屋を飾りつけ，そらぷちキッズキャンプで過ごし
た証とした。また，収穫した野菜は，夕食の材料と
なった。
「馬プログラム」のねらいは，a．馬とふれあうこ
とで動物と信頼を築くことを体感する，b．乗馬を通
して，馬を信じる，自分を信じることを体感する，
c．乗馬を通して，集中力・体幹バランスの促進をは
かる，である。今回は馬車メインの構成とし，タイム
トライアルで記録を競った。馬にふれることが初めて
の子どもが多かったが，仲間と一緒にチャレンジし，
歓声や笑顔が弾けるプログラムとなった。
活動中，外での活動時間を短くし体力の消耗などを
最小限にすること，水分補給や日焼け対策を徹底し
た。
③3日目
午前中は，「森散策」と「ツリーハウスプログラム」
を行い，2グループが交互に各プログラムを行った。
「森散策」のねらいは，①自然への関心，気づきを
表2 「キッズキャンプ」のプログラム概要
第1日目 第2日目 第3日目 第4日目
午
前
移動 7；00 起床
8：00 朝食
9：30
1G 馬プログラム
2G 焼き板作り，収穫体験
11：00 休憩
7；00 起床
8：00 朝食
9：30
ツリーハウスプログラム
森散策 各Gが時間で交代
11：00 休憩
7；00 起床
8：00 朝食
9：00 記念撮影
9：30 バス出発
午
後
13：00 千歳空港出発
15：30 バス到着
16：00 開村式
オリエンテーション・休憩
自己紹介
18：00 夕食
19：00 入浴
21：00 就寝
12：00 昼食
13：30
1G 焼き板作り，収穫体験
2G 馬プログラム
15：00 休憩
16：00 入浴
フリータイム
18：00 夕食
19：00 入浴，フリータイム
21：00 就寝
12：00 昼食
13：30
そらぷちフェスティパル
（室内ゲーム）
15：00 休憩
16：00 入浴
フリータイム
18：00 夕食
19：30
クロージングセレモニー
20：00 荷物まとめ
21：00 就寝
12：00 千歳空港到着
13：00 お土産タイム
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うながす，②自然の中に身を置きゆっくりとした時間
を過ごす，③森エリアにあるものを使って思い出を形
に残すである。また，「ツリーハウスプログラム」の
ねらいは，①普段あまりなれていない刺激（鳥の声，
花の匂いなど）へ五感を使い感じる，②8ｍの空中に
あるツリーハウスを楽しむ，である。森エリアには，
ゴルフカートで移動し，日陰などで休憩しながら活動
した。
午後は，2－3人のグループに分かれ，「そらぷち
フェスティバル（室内ゲーム）」を行った。このプロ
グラムのねらいは，①グループの仲間以外のメンバー
やスタッフとの交流を楽しむ，②仲間とともに好きな
遊びを選択し遊ぶ，である。ゲームは5つのブースに
あり，子どもたちは「そらぷちコイン」を持ち，ゲー
ム1回につき1枚を使用し参加した。仲間にも慣れた
子どもたちは，グループ毎に活動し，各々が得意なこ
とを活かしながら協力してゲームの成績を挙げてい
た。そして，ゲーム毎に成績によりコインが1－2枚
戻り，最後に手持ちのコインの枚数により表彰され
た。
終了後はゆっくりと休憩をし，夜はクロージングセ
レモニーを行い，子どもたち一人一人が感じたことを
語り，最後の夜を楽しんだ。
④4日目（最終日）
最終日は，朝食後に記念撮影を行った。その後，子
どもたちはそらぷちキッズキャンプを出発し，帰途に
ついた。
Ⅳ．ま と め
難病の子どもの医療ケア付き自然体験施設「そらぷち
キッズキャンプ」の活動とボランティアの実際を報告し
た。
今回，ボランティア研修，事前研修，キッズキャンプ
のボランティアに参加したことで，活動の現状やボラン
ティアの在り方などについて多くの学びを得ることがで
きた。そらぷちキッズキャンプの活動には，多様な職
種，専門性を持った方々，そして幅広い年代の方々が，
難病とたたかう子どもたちや家族の願いを叶え，笑顔に
するために力になりたいという共通した思いと各々が目
的意識を持って参加していることを改めて実感した。例
えば，「自分の持つ専門性を子どもたちのために役立て
たい」，あるいは「自分の果たせる役割が何かを常に考
えながら支援したい」というものであったり，子どもの
頃にキャンプに参加した経験のある方は「自分が味わっ
た素晴らしい体験を子どもたちに味わってもらいたい。
支援する自分はまだまだ成長しなければならない」等で
あった。
本学では，2014年度は学生3名が11月に実施されたボ
ランティア研修（本文Ⅲ－3－（1）の研修）に参加し
た。参加動機は，「将来教員になるにあたり病気の子ど
もに関わる際の知識や技術を学びたい」，「将来子どもに
関わる仕事に就きたいので経験を重ねたい」等であっ
た。研修後，彼らは「参加している方々の話を聞きなが
ら自分の勉強不足を痛感した」，「もっと勉強して子ども
たちの力になれるようになりたい」，「病気とたたかう子
どもたちの持つ可能性を実感し，自分はもっとしっかり
しなければと思った」などの感想が得られた。今後，彼
らが実際にボランティアとして活動し子どもたちと接し
た場合には，より多くのことを感じ学ぶであろうことが
推測される。学生にとって，そらぷちキッズキャンプに
ボランティアとして参加することは，様々な年代や職種
の自分とは異なる価値観を持った方々と触れ合い，つな
がりを持ちながらお互いに高めあう機会となる。また，
受け手となる子どもたちや家族の気持ちへの配慮をする
ことや，子どもたちを多角的な視点でとらえることの大
切さを学ぶことになるなど，大きな教育効果を得ること
ができると考える
そらぷちキッズキャンプは，10年を超える準備期間を
経て，専用施設群の完成や国際資格取得により本格始動
を開始している。今後もその活動に関わりながら，本学
学生の教育につなげるられるようにしていきたい。
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